
「ザンタック錠 150」「ラニチジン錠 150mg」を服用されている患者様へ 

 

2019年 10月 

JCHO千葉病院 

 

この度、報道にもあったように、消化性潰瘍や胃炎の治療薬である「ザンタック錠」と、

その後発医薬品「ラニチジン錠」について、各社製品について自主回収される事となりまし

た。 

当院より上記医薬品が処方されている患者様に対してお知らせしています。 

 

＜回収の理由と現状について＞ 

・欧米において、ラニチジン製剤およびその原薬から、発がん性物質 NDMAが微量に検出

されたことが発表されました。日本では、厚生労働省の指示を受けラニチジン製剤を販売

する全ての製薬メーカーが、同製品および原薬への NDMA混入の可能性を調査した結果

により、各社によって自主回収（クラスⅠ）が決定しました。 

・この薬の安全性について発がん性を示唆する報告はないとされています。（各社 HPより） 

 

＜回収の方法について＞ 

・お薬を受け取った医療機関/保険薬局へお申し出いただくようにお願いいたします。 

 

＜代替薬について＞ 

・代替薬については、医療機関を受診し処方箋の発行が必要です。 

・診察費、お薬代金などについて、保険外となる場合があります。 

 

＜補償について＞ 

・製薬メーカーごとに対応と手続きが異なります。 

お薬を受け取った医療機関/保険薬局にご相談ください。 

・製薬メーカーから各領収書の提出が求められる可能性があります。 

 

―以上― 

 

 


